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事業概要（1/1）【高津川流域   連携基盤導入事業】

主たる
申請団体 島根県益田市 総人口 632,228人 総事業費 284,691千円

従たる
申請団体 島根県、島根県津和野町、島根県吉賀町

概要
行政            化 進          統一       更   各市町における限定的 利活用 留    
  市町間 連携 進     状況      度 益田市 津和野町 吉賀町   生活圏 共   １市２町 統一  
設計にてデータ連携基盤を導入  圏域内    流通 連携 促進      圏域住民 参画  地域振興 活性化   
とを目的としている。将来的  県内 拡大     県民 Well‐Beingの向上を推進する。
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背景・対応方針

益田市、津和野町、吉賀町の１市２町で構成される益田地区広域市
町村圏  高津川 核   流域振興 取 組     流域資源 次世
代に継承することが求められる。
一方  林業 防災 道路管理等 分野      化 十分 進  
    情報 手続  自治体 部局   分散  管理        
   林業従事者 施業 搬出 検討 多  確認作業 現地対応 
要  森林所有者（住民） 境界確認等 立会 来庁 負担 抱  
いる。こうした負担の増大が、圏域振興の妨げとなっている。

課
題

解
決
方
法

安全情報

実現する姿

道路情報森林情報

圏域住民 Well‐Beingの向上、将来的には、
県民 Well‐Beingの向上を目指す。

圏域内 流域資源       化  市町 超   
  利活用    仕組  構築     必要 

データ連携基盤を導入し、各     相互利用  こ
  圏域内    利活用 促進  林業 中心   
山間部 地域産業 高度化  防災 生活 安全性
はもとより地域活性化を図る。

高津川流域データ連携基盤

 防災活動 活性化 効率化
 林業事業者 負担軽減 林業 活性化
 圏域内  円滑 道路    利活用



事業概要 補足資料 【高津川流域   連携基盤導入事業】

主たる
申請団体 島根県益田市 総人口 632,228人 総事業費 284,691千円

従たる
申請団体 島根県、島根県津和野町、島根県吉賀町

概要
益田市 津和野町 吉賀町 １市２町 構成   益田地区広域市町村圏  高津川 核   流域振興 取 組     
流域資源 次世代 継承     求       一方      化 遅     手続  煩雑化     林業事業者 
住民負担 大     観点   森林 道路 防災等 空間情報 統合     連携基盤 整備  広 圏域 住民   
   提供      林業 中心   山間部 地域産業 高度化  防災 生活 安全性     地域活性化 図  
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高津川流域

益田地区広域市町村圏事務局は、益田地区広域振興事業計画
 基   高津川 核  流域資源 最大限 活用 次世代 継 
べき効果的な諸政策を推進している。
  中  高津川流域活性化推進地域協議会     、益田市
 津和野町 吉賀町 島根県 行政      農林漁業団体 商
工会議所・商工会・NPO法人 民間企業 参加 圏域振興 進 
       各事業      圏域内外 住民 参画 実施  
いる。

  際  上流側流域 主   林業事業者   森林資源   
     津和野町 先行  導入      益田市 吉賀町 
未導入       化       更   林業事業者 施業 
 山林 行政境 跨    多  １市２町  統一      提
供を強く求められている。
高津川流域   圏域住民 同 生活圏  居住      関 
   行政境   道路管理    道路情報 自治体単位 限 
                     道路情報 交通情報 確
認  必要    圏域住民 負担 大   防災 流域振興 妨
げとなっている。

圏域の問題

高津川流域における問題と課題の整理

・市町単位での情報発信となっており、統一されたデータサービス
       圏域住民  不便
・市町ごとに、デジタル化されているものと、されていないものがあり
     異  
 道路台帳 森林資源    連携    林業事業者   
る事業管理     化されない

県内１９市町村に拡大を検討している。
高津川流域    連携基盤 導入  公開型GIS及 市民
投稿     連携   更            高度化 図
  圏域住民 圏域事業者   多  情報 提供   結果 
圏域振興を加速させ 持続可能 圏域住民 生活 保持出
来る。

高津川流域データ連携基盤



サービス概要（１/３）

サービス名 安全情報サービス 事業費 16,184千円
ターゲット 災害対応 関  関係者（消防団 公民館職員等） 一般住民 観光客
サービス内容
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上記     実装     国   他 補助金等 対象   可能性   事業  当該補助
金等 利用        確認  

問題・課題
●避難所 道路規制 気象情報 有害鳥獣 出没情報  自治体
   媒体   個別 発信      住民 必要 情報 一度 
把握できない状況が続いている。
●生活圏 市町 越  広             住民 複数 
情報源を自ら探し、内容を照らし合わせて判断しなければならない。こ
     災害時 有害鳥獣出没時    判断 遅   不安感
の増大につながっている。
●住民  今 自分 周辺 何 起        直感的 把握 
     防災 生活安全 関  情報 生活圏単位 整理 提供 
る必要がある。
●情報 単 発信        住民 日常的 確認  行動判
断に活用できる形で提供する仕組みを構築することが求められる。

解決方法
●防災情報（避難所 道路規制 気象情報） 有害鳥獣出
没情報を統合
●生活圏単位で空間データとして地図上に可視化
●市町を越えた情報を同一画面で確認可能
●       等  住民 平常時 災害時 利用可能
●自治会 地域自治組織 通       機器 不慣  
住民 声 収集  提供方法 表示内容 改善

利便性
●情報源を探し回る必要がなくなる
●自宅周辺 移動経路 安全状況 即座 確認   
●災害時・出没時に判断に迷わなくなる
●日常的 安全確認    不安 軽減   
裨益効果
●避難行動 注意行動 早   人的被害 抑制     
●生活安全 対  住民 安心感 向上  防災意識 日常
的に高まり、被害軽減につながる
●多  住民 同 情報 共有   情報格差 軽減     
●住民 意見 反映  改善 使         維持   



サービス概要（２/３）

サービス名 森林情報    事業費 136,395千円
ターゲット 林業事業体 森林施業 森林所有者（住民） 関  人

サービス内容
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上記     実装     国   他 補助金等 対象   可能性   事業  当該補助
金等 利用        確認  

将来性 GIS 木材在庫管理
オンライン上で受発注

問題・課題
●高津川流域 林業分野   森林資源 林道 地形 施業履歴
等 情報 分散  管理      林業事業体 施業 搬出 判
断  現地確認 経験 依存  行     
●森林所有者（住民）      自  森林 境界 位置 把握
     施業 境界確認    立会 現地対応 求    状況
が続いている。
●林業事業体 森林所有者  必要 情報 空間      容易
 把握  現地 行    施業 搬出 検討    環境 整備 
る必要がある。
●担 手不足 進 中   少  人手 効率的 森林管理 継
続できる仕組みを構築することが求められている。

解決方法
●森林資源 地形 林道 施業履歴    連携基盤 集約
●公開型GIS 通  事業体 住民 空間      利用
●施業計画・搬出計画の検討をデータ上で実施(時間の短縮)
●境界 森林位置 可視化 共有

利便性
●現地確認や移動回数が減る
●施業・搬出計画を短時間で検討できる
●経験や勘に頼らない判断が可能になる
●住民 立会 確認作業 負担 軽減   
裨益効果
●林業施業 効率化 進 
●林業経営 収益性 継続性 向上  
●担 手不足下  事業継続       
●適切 森林管理 進  災害予防  寄与  



サービス概要（３/３）

サービス名 道路情報    事業費 95,336千円
ターゲット 住民 生活安全担当職員

サービス内容
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上記     実装     国   他 補助金等 対象   可能性   事業  当該補助
金等 利用        確認  

問題・課題
●林道 市道 作業道 通行可否 損傷状況     現状  
平常時 状態 示 基準    十分 整理       災害後
 異常時        程度変化     判断    状況    
●道路 被災状況 損傷 有無     現地確認 頼    得
  判断 対応 時間 要     結果    通行判断 遅 等
が発生している。
●平常時 道路状態 示 基準    整備 蓄積  災害後 異
常時の状況と比較できる環境を構築する必要がある。
●住民 林業事業体   今 通            安全   現
地 行   判断   仕組  整備     求       
●林道 市道 作業道 通行可否 損傷状況     情報 整
理       実際 現地 行     状況 分     

解決方法
●道路台帳 通行規制 損傷情報    連携基盤 統合
●現在 通行状況 地図上 可視化
●林道 市道 作業道 横断的 確認可能
●最新情報を随時反映し共有
●災害後 異常時   最新 道路情報 重 合      
、被災前後の状態を比較し、変化箇所を把握できる環境の提
供。

利便性
●行 前 通行可否 確認   
●引き返しや遠回りが減る
●安全なルートを事前に選択できる
●移動 作業 計画 立      
裨益効果
●災害時 初動対応 復旧判断 円滑 行  
●事故 危険 通行 回避     
●林業等 作業効率 向上  
●住民生活 産業活動 安全性 高  



共同調達・共同利用 取組 ※１枚に収めること
※本ページは公表することがあります。 29

サービス/アプリケーション層 基盤/システム層 データアセット層

住民

安全情報サービス
・出没地点のマッピング
・危険エリアの可視化

・注意喚起情報の表示

・気象情報と地形の重ね

合わせ表示

 避難所 通行止 情報

の可視化

林業情報    
 森林 道路情報 重ね

合わせ表示

・搬出ルートの事前確認

・支障箇所の把握

・境界の表示

道路情報    
 気象情報 地形 道路

台帳の重ね合わせ表示

 避難所 通行止  被災

箇所の可視化

 流域全体 道路状況 

同時に把握

■システム構成図

住民

住民

Ａ
Ｐ
Ｉ
ゲ
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ト
ウ
ェ
イ

Ａ
Ｐ
Ｉ
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ APIカタログ

データストック
（サービス毎に分散）

非パーソナルデータ仲介機能

ダッシュボード

    管理

平常時基準データ
・地形データ
 道路台帳情報
 森林資源化移籍情報
・レーザー解析情報
・地籍情報

気象・災害リスクデータ
・気象情報
・地図情報
・緊急情報
・河川水位情報

高津川流域データ連携基盤 PDT_LINKS

 市民投稿    
・空家情報システム
 占用管理    

生活安全リスクデータ
・有害鳥獣の出没情報
・危険エリア情報
・避難所情報
 道路規制情報
運用データ
 通行止 情報
・被災箇所情報
・占用物件情報

住民 事業体   
 住民投稿
・要望箇所情報
 施業履歴



概要
益田市、津和野町、吉賀町の１市２町でデジタル連携基盤（非パーソナル）を導入し、公開型GIS 整理          
     更新 圏域住民  情報発信     充実 図    際   島根県   連携基盤     準拠   将来的
には、島根県が導入するデータ連携基盤（パーソナル・非パーソナル）と調整し、テナント環境の拡張・相互接続することにより、
圏域住民       拡大    利用者 島根県内全域に拡大させていく。

共同調達・共同利用 取組 補足資料（１/３） 30

高津川流域データ連携基盤（非パーソナル）

利
用
者

サ
ー
ビ
ス

デ
ー
タ
連
携
基
盤

デ
ー
タ
ア
セ
ッ
ト

防災データ
益田市・津和野町
・吉賀町

安全情報サービス 森林情報サービス
道路情報サービス

森林資源
データ

益田市・津和野町
・吉賀町

道路台帳
データ

益田市・津和野町
・吉賀町

データ連携基盤（非パーソナル）PDT_LINKS

サービス連携・認証・マネジメント・外部データ連携・アセットマネジメント
セキュリティ

道路情報管理
GIS

路線網図・占用物件・
都市計画図・ハザード

マップ等

市民投稿
サービス

API API API API API

API API API

サービス利用者
（県民・県及び１９市町村の行政）

パーソナル・非パーソナル

共通ID

データブローカー

自治体データ・民間データ

防災アプリ・児童支援・オンライン手続き・
高齢者フレイル予約サービス・電子申請 等

テ
ナ
ン
ト
機
能
・
相
互
接
続

【将来計画】

【既存システム】

ALANDIS＋

API

API

※本申請は、既存システム・将来計画を除く
但し、既存システムとのAPIは含む

既存サービス

API

ALANDIS＋

サービス利用者（圏域住民・事業者・行政）



共同調達・共同利用 取組 補足資料（２/３）

概要
益田市 津和野町 吉賀町   高津川流域 データ連携基盤（非パーソナル）を導入及び基盤データとなる圏域内地整デー
  生成       １市２町 防災    吉賀町 道路 森林    先行              島根県 統合型
GIS           次  益田市 津和野町 吉賀町 道路 森林    先行         
将来的   出雲市 森林         島根県内全域に拡大していく。
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データアセット計画

島根県
マップON
しまね
統合型GIS

益田市

道
路
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帳
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タ

防
災
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タ

津和野町

道
路
台
帳
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タ

森
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源
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タ
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災
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タ

吉賀町

道
路
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帳

デ
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タ

森
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源

デ
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タ

防
災
デ
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タ

道
路
情
報
管
理

G
IS
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民
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稿

サ
ー
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ス

サービス利用者（圏域住民・事業者・行政）

本
事
業

将
来
事
業
①

出雲市
（仮）

将
来
計
画

森
林
資
源

デ
ー
タ

将
来
像

島
根
県
デ
ー
タ
連
携
基
盤

パ
ー
ソ
ナ
ル
・
非
パ
ー
ソ
ナ
ル

データ連携基盤（非パーソナル）PDT_LINKS



共同調達・共同利用 取組 補足資料（３/３）

概要
益田市、津和野町、吉賀町にて、高津川流域   連携基盤（非パーソナル）を導入及び基盤データとなる圏域内地整データ
 生成       １市２町 防災    吉賀町 道路 森林    先行              島根県 統合型GIS
           次  益田市 津和野町 吉賀町 道路 森林    先行         
将来的   出雲市 森林         島根県内全域に拡大していく。
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データアセット計画

地形データ

基
盤
デ
ー
タ

道路維持管理
データ

防災データ

道
路
台
帳
デ
ー
タ

益田市道路台帳

津和野町道路台帳

吉賀町道路台帳

森
林
資
源
デ
ー
タ

益田市森林資源

津和野町森林資源

吉賀町森林資源

デ
ー
タ
連
携
基
盤
（
非
パ
ー
ソ
ナ
ル
）P

D
T
_
L
IN
K
S

サービス利用者 圏域住民・事業者

島根県民・圏域住民

益田市民 津和野町民 吉賀町民

地域自治組織

林業事業者 建設事業者 運送事業者

商工会議所・商工会

電気事業者 通信事業者 交通事業者

交通情報

道路情報

防災情報

市民投稿

ハザードマップ

森林資源情報

占用物件

地形情報


